
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秩父市立影森中学校 
［TEL］0494-22-0778 

［Mail］kagemorichu@chichibu-stm.ed.jp 

 
令和７年１月９日（木）第１３号 
 
影森中ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
QR コード 

 乙巳 ～変化と成長、そして新たなステージへ進む１年に～ 

学校長 宮本 典行 

新年、あけましておめでとうございます。昨年中は、本校の教育活動に対しまして多大なるご理解とご支援

を賜り、衷心より感謝申し上げます。 

昨年、日本漢字能力検定協会が全国公募により決定した１年の世相を表す漢字に「金」が選ばれました。

2021年以来 5度目とのことです。「金」が選ばれた理由として、パリオリンピックやパラリンピックに出場し

たアスリートが数多くの金メダルを獲得したほか、アメリカメジャーリーグ（野球）で活躍する大谷翔平選手

が 3 回目の MVP（最高殊勲選手）を獲得するなど値千金の活躍、「佐渡島の金山」が世界文化遺産に登

録されたことなど光を表す「金（きん）」と、政治の裏金問題や金目当ての闇バイト強盗事件、止まらない物

価高騰など影を表す「金（かね）」の 2つの意味をしているということでした。 

みなさんの１年は、どのような漢字で表される年だったのでしょうか。本校を考えてみると、いくつか候補

が挙げられましたが「改」としてみました（個人の感想です）。昨年の年頭の学校だよりに「社会が激しく変

化する中で、より教育効果を高めることができる持続可能な学校の在り方を、改めて考える時に来ているよ

うに思います」と書きました。学校運営協議会や PTA、後援会、地域の皆様の声を伺いながら、これからの

影森中学校のあるべき姿について検討を重ね、短期・中期・長期的な視点から改善・改革に着手したところ

です。目に見えて、大きな変化や成果は現れていないかもしれませんが、個人的には、令和 6 年度は、本校

の「改革元年」の年であると思っています。 

令和 6 年度も残すところ 3 か月となりました。そして、来るべき令和 7 年度に向け、課題が山積する中で

はありますが、すべての生徒が夢や目標の実現に向け、安全で安心して明るく楽しく学校生活が送れるよう、

地域や保護者の皆様の声に耳を傾けながら、引き続き教職員一丸となって取り組んで参ります。 

さて、令和 7 年の干支は、十二支では巳（み：へび）年、十干では乙（おつ：きのと）の年となり、乙巳（き

のと・み）となります。「巳」は古来より「再生」「脱皮」「変化」の象徴とされ、成長や進化を示す存在と言わ

れています。また、「財運をもたらす」とも言われ、縁起のよい生き物とされています。「乙」は草木が成長し始

め、まだ完全には姿を現していない状態を表すと言われます。「乙巳」は、物事が芽吹き、少しずつ形作られ

ていく年と解釈されるようです。変化と成長、そして新たな段階へ進む準備の年と言えるでしょう。 

新年にあたり、誓いや目標を立てた人も多いと思います。夢や目標に向ってひたむきに頑張る姿、毎日毎

日あたりまえのことをあたりまえのようにコツコツと積み重ねる姿、相手の気持ちを想像して思いやりの心を

もって人に接する姿など、人はそういった姿を目にすると心を動かされます。１人１人にそういった背景がある

と、周りの人は言葉だけではなく心から応援したくなります。そして、自分自身に頑張った覚えがあると、周り

の人からの応援が心に響き、一生の宝物として思い出に残ります。 

3学期は、1年の締めくくりとして心身ともに成長し、誰からも心から祝福されて卒業・進級を迎えられるよ

うに、そして 4 月からは、新たなステージでさらに飛躍する、令和 7 年がそのような１年になることを期待し

ています。本年が、皆様にとりまして実り多き素晴らしい年となりますようご祈念申し上げます。 
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※１・２年生は１月、２月に生徒と担任の教育相談（二者面談）を実施する予定です。 

日 曜日 行 事 日 曜日 行 事 

８ 水 3学期始業式 ２２ 水 
校内書きぞめ展 3年三者面談（希望者） 
私立高校入学試験中心日 

９ 木 全学年実力テスト 給食スタート ２３ 木 校内書きぞめ展   

１４ 火 更生保護女性会あいさつ運動 ２４ 金 
3年三者面談（希望者） 
地区中学校高等学校見学会（1年生・お弁当） 

１５ 水 部活動一斉休養 
２５ 
２６ 

土 
日 

県小中学校児童生徒美術展秩父地区展 
（秩父市吉田取方体育館） 

１７ 金 3年三者面談（希望者） ２７ 月 公立高校出願入力期間（2月 10日まで） 

１８ 
１９ 

土 
日 

秩父地区書きぞめ展（小鹿野文化センター） 
２８ 火 

埼玉県国語教育研究会授業研究会 
（5校時２年Ｂ組） 
部活動一斉休業日 ２１ 火 3年三者面談（希望者） 生徒朝会 

「美宇は、みう 自分は、じぶんらしく」
 11 月 30 日（土）平野真理子様を講師とし、聞き役に本校の山口教諭が参加しＰＴＡ講演会が開催

されました。講演会では、生徒・保護者から出た質問に平野様が答える形での内容でした。質問に答

える中で、平野様の生い立ちや学生時代や家族のことなどを含めながらお話をいただきました。講演

のタイトルにもある、「美宇はみう」に込められた思いにも触れ、「自分の人生は自分でコントロール

する」そのために、感謝の心と自分のことは自分で行うことが大切とお話しされました。 

「心からありがとうと言える人に、そして中学生の君たちはありがとうと言われる人になってくださ

い。」と平野さんは講演中に何度もお話されていました。 

 最後に娘の平野美宇さんが、パリオリンピックに向けて自分自身に言い聞かせていた言葉を、紹介

していただきました。 

「私は逃げない」   「同じ失敗は繰り返さない」   「いいわけはしない」  

「やるか、やるか」  「支えてくれた人に感謝」 
 

 

12月 13日（金）に３年生社会科（公民分野）の授業で学習した「納税の義務」 

や「財政」についての理解をさらに深めるため、租税教室を行いました。 

税理士の引間様を講師としてお招きし、下記のテーマについてお話をいただきま 

した。 

１ ライフイベントと税金    ２ 公平な税金の集め方 

３ 身近な税金の使い道   ４ 日本の財政と今後の課題 

講義の途中でグループで話し合う場面もありました。3年生はお互いに意見交 

換し、集中して取り組みました。 

総合的な学習の時間に取り組んでいる、浦山の獅子舞学習が認められ、秩父市子ども伝統芸能伝道師と

して次の３年生が認定されました。  

石渡 勇翔  菊池 琉樹   福島 悠花   堀口琉々葉   山口姫柚奈    

久米 龍二   黒澤 斗亜   小菅 伊織   高橋 康太    引間 悠翔     

平田 雄稀   安田 莉媛   山中 愛絆   山中 亜珠    山本 創太 

2月に秩父市長から「認定書」が授与される予定です。 


